
議
員
提
出
第
四
号
議
案

教
員
免
許
更
新
制
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

平
成
二
十
一
年
度
よ
り
教
員
免
許
の
更
新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
教
員
免
許
更
新
制

は
、
一
定
期
間
ご
と
に
教
員
が
技
術
や
知
識
を
得
る
機
会
が
保
障
さ
れ
、
時
代
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
た

教
員
を
養
成
し
、
技
能
を
向
上
さ
せ
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
制
度
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
教

育
改
革
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
し
て
、
大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
昨
年
十
月
に
教
員
免
許
制
度
の
抜
本
的
見
直
し
を
表
明
し
、
平
成
二
十
二
年
度

予
算
に
も
制
度
の
効
果
検
証
な
ど
を
含
め
た
調
査
・
検
討
事
業
に
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

教
員
免
許
更
新
制
度
は
、
本
格
実
施
か
ら
一
年
も
経
過
し
て
お
ら
ず
、
成
果
や
課
題
も
十
分
に
検
証
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
り
、
ま
た
、
自
己
負
担
で
講
習
を
受
け
た
教
職
員
へ
の
補
償
に
つ
い
て
も
検
討
が
な
さ

れ
て
い
な
い
。
改
革
の
方
向
性
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
「
抜
本
的
見
直
し
」
だ
け
が
表
明
さ
れ
て
い
る
現
状
で

は
、
学
校
現
場
の
混
乱
に
拍
車
が
か
か
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
質
の
高
い
教
員
を
確
保
し
、
国
民
の
負
託
に
応
え
る
教
育
水

準
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
教
員
免
許
の
更
新
制
を
存
続
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日

大
分
県
議
会
議
長
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